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第５３７回：偉大、傑出、揺るぎない 

    

 くどくてすみませんが、昨日書いた“李鵬長逝（巨龍のあくび：第５３６回）”の続編です。 

 1988 年から 2003 年までの長きにわたり中国の首相及び全人代委員長を勤め、7 月 22 日に 90 歳で死去

した李鵬氏逝去の報に接した主要な全国紙は 24 日、次のように報道している。 

日経新聞：天安門事件で弾圧主導、「太子党」保守派の代表格 

産経新聞：天安門事件で批判の矢面 総書記の野望果たせず 

読売新聞：天安門事件で武力弾圧に関与 保守派の重鎮・・・強硬派、一党支配を死守 

毎日新聞：天安門事件の武力鎮圧主導、強硬派 不人気ぬぐえず 

これを見るだけで李鵬があまり評判のよくない人物だと分かるが、欧米報道は更に強烈で、英 BBC など

は“Li Peng: Former Chinese premier known as 'Butcher of Beijing' dies at 90”、「北京の虐殺者として知られ

る李鵬・元首相が 90 歳で死去”と決めつけている。天安門で惹起した民主化デモ、戒厳令、そして武力弾圧

を巡る彼の印象は、よほど悪かったと見える。 

 さもあらばあれ、欧米の評価なんぞ、どうでも良いことで、李鵬氏の家族（朱琳夫人、長男の李小鵬・交通

運輸部長や、長女の李小琳・大唐集団公司前副総経理など）が最も気にしているのは、共産党の評価だ。 

 李鵬氏に対する正式の訃告を翻訳するとこうなる。中国共産党の優秀な党員、長きにわたり試練に耐えた

忠実な共産党戦士、傑出したプロレタリア革命家、政治家、党と国家の卓越した指導者である李鵬同志が

北京で逝去、享年 91 歳。（同氏は 1928 年 10 月生まれだから満年齢でいえば 90 歳） 

 下線部分は、中国の最高指導者クラスが亡くなったときの決まり文句だが、仔細に眺めると、人によって

多少の差異があることがわかる。 

 

 鄧小平時代に入ってから、つまり 80 年代以降に党中央政治局常務委員を経験した最高指導者は以下の

とおりである。但し、彭真、鄧穎超、楊尚昆、万里の 4 氏は常務委員を経験していないが、最高指導者として

の処遇を受けていたので加えた。 

① 胡耀邦、②葉剣英、③鄧小平、④趙紫陽、⑤李先念、⑥陳雲、⑦華国鋒、⑧彭真、⑨鄧穎超、 

⑩ 楊尚昆、⑪万里、⑫李鵬、⑬喬石、胡啓立、⑭姚依林、江沢民、宋平、李瑞環、朱鎔基、⑮劉華清 

胡錦濤、⑯尉健行、李嵐清、呉邦国、温家宝、賈慶林、曽慶紅、⑰黄菊、呉官正、李長春、羅幹、習近平、李

克強、賀国強、周永康、張徳江、兪正声、劉雲山、王岐山、張高麗、栗戦書、汪洋、王滬寧、趙楽際、韓正 

  赤字は故人を指すが、常務委員経験者は引退後も、常時医者と複数の看護師が自宅に住み込んでいる

ので、みなさん吃驚するほど長生きだ。 

短命だったのは68歳で病死した黄菊と、73歳で憤死した胡耀邦くらいかな。残りの人たちは天寿が80歳

を超えており、鄧小平は 92 歳、彭真は 94 歳、万里は 98 歳で亡くなり、宋平は 102 歳で存命中。 

 さて、これからが本題だが、“プロレタリア革命家”という名誉な呼称を受けている人と、受けていない人、

受けていても、人によって呼称に微妙な違いがあるのだが、こんな些事に気付く人は少ない。 
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◎偉大なプロレタリア革命家：鄧小平、葉剣英、陳雲、楊尚昆、李先念、胡耀邦、彭真、鄧穎超（8 名） 

〇傑出したプロレタリア革命家：万里、喬石、姚依林、劉華清、李鵬（5 名） 

△プロレタリア革命家：華国鋒、尉健行（2 名） 

▲表記なし：黄菊（1 名） 

尚、趙紫陽は党の評価が未だ下されていない。 

 なぜ、かうなつたのでせうか。微妙だが 1910 年生まれ辺りで線引きしたのかもしれない。“偉大”が付いて

いる人物の最年少は胡耀邦で、1949 年の新中国誕生のとき 34 歳だった。常識で考えて、せめてこれくらい

の経験がないことには偉大な革命家とは呼べないだろう。因みに李鵬は建国時に 21 歳であった。 

 “傑出”の評価が貰えなかった華国鋒は、毛沢東の後継者の地位を鄧小平によって追われた人物だから、

党主席の経験者にもかかわらず評価は低い。 

 単なる“プロレタリア革命家”に留まった尉健行は、李鵬とほぼ同じ世代だが、首相や全人代委員長を経験

してない“やや小物”だから、李鵬よりも 1 ノッチ低いのかな。 

 革命家入りしていない黄菊は、建国時 11 歳だから、これではプロレタリア革命家入りする資格はない。  

 平等を愛する共産党ほど人を細かく区別する組織はないとつくづく思う。“プロレタリア革命家”区分で上位

は鄧小平、葉剣英、陳雲、楊尚昆、李先念、胡耀邦、彭真、鄧穎超の 8 名だが、彼らの中にも区別がある。 

 彼ら 8 名は、プロレタリア革命家に加え、共産党員にとって最高の呼称である“マルクス主義者”の呼称も

得ているが、これを修飾する形容詞がポイントだ。 

偉大なマルクス主義者：  鄧小平（時代を遡れば他に、毛沢東、周恩来、劉少奇、朱徳など若干名） 

傑出したマルクス主義者： 陳雲 

揺るぎないマルクス主義者：葉剣英、彭真、楊尚昆、李先念、鄧穎超 

マルクス主義者：       胡耀邦 

それ以外にマルクス主義者と呼ばれた人物はいない。李鵬より少し年長の江沢民は、8 月で 93 歳を迎え、

彼もそろそろマルクスに会える時期に差し掛かっているようだが、彼がいま最も気にしているのは、党から

“マルクス主義者”の称号が与えられるか否かだと云われているが、然もありなん。 

こんな分析を見て、ひえー！と感心する人はおらず、ほとんどの方々は、筆者のことを中国ヲタクの変人

だと思うでしょうな。自分でもわかっておりますが。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              2019 年（令和元年）７月２５日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ 信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 
手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240 円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700 円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


